
社会福祉法人さとう会定款

第一章総則

（目的）

第一粂　この社会福祉法人（以下「法人」という。）は、多様な福祉サービスがその利用者
の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊

厳を保持しつつ、心身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じて自立した日

常生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的として、次の社会福
祉事業を行う。
（1）第二種社会福祉事業

（イ）保育所の経営

（名称）

第二条　この法人は、社会福祉法人さとう会という。

（経営の原則等）

第三粂　この法人は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的か
っ適正に行うため、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サー

ビスの質の向上並びに事業経営の透明性の確保を図り、もって地域福祉の推進に努めるも

のとする。

2　この法人は、地域社会に貢献する取組として、子育て世帯等を支援するため、無料又は

低顔な料金で福祉サービスを積極的に提供するものとする。

（事務所の所在地）

第四条　この法人の事務所を埼玉県比企郡滑川町大字月輪1548番地52に置く。

第二章　評議員

（評議員の定数）

第五条　この法人に評議員7名を置く。

（評議員の選任及び解任）

第六条　この法人に評議員選任・解任委員会を置き、評議員の選任及び解任は、評議員選任・

解任委員会において行う。
2　評議員選任・解任委員会は、監事1名、事務局員1名、外部委員1名の合計3名で構成

する。
3　選任候補者の推薦及び解任の提案は、理事会が行う。評議員選任・解任委員会の運営に
ついての細則は、理事会において定める。

4　選任候補者の推薦及び解任の提案を行う場合には、当該者が評議員として適任及び不適

任と判断した理由を委員に説明しなければならない。
5　評議員選任・解任委員会の決議は、委員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

ただし、外部委員が出席し、かつ、外部委員が賛成することを要する。

（評議員の任期）

第七条　評議員の任期は、選任後四年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定
時評議員会の終結の時までとし、再任を妨げない。
2　任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議

員の任期の満了する時までとすることができる。
3　評議員は、第五条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任

した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評鏡員としての権利義務を有する。
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